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「ブールス条例」と堂島米商会所
?
JI I 正 幸
1 
明治20年5月，世にいわれる 「プールス条例」，すなわち「取引所条例」が
発布されてから， 同26年3月， 「取引所法」の発布によって，取引所制度の確
立期をむかえるまでは， プールス条例をめぐって，新旧賛否両論がいりみだ
れ，米商会所ならびに株式取引所は動揺し混乱した時代である。そこで本稿で
は堂島米商会所はこの条例に如何に対処したか，をあとづけようとするもので
ある。
『明治年間米価調節沿革史」によると，プルース条例については多くを語ら
ず， 「取引所二於ケル各種ノ弊害依然其ノ跡ヲ絶クザルニ鑑ミ，之ガ根本的改
善ヲ策ラントシテ前年五月公布セラレタル新取引所條例ガ当時ノ世論所謂プー
ルス論ノ反撃二遭テ俄二実施セラレザルニ至｝レ1)」とのみ記述し，取引所の弊
害続出を防止するために，根本的改善策としての「取引所条例」が，世論，ぃ
わゆるプールス論の反撃にあって，実施されなくなった。したがって，いうと
ころのプールス論とは，新条例反対論であり，それが世論であったかに記述し
ている。
ところでプールス論とは，はたして『沿革史』の述べるような条例反対論で
あったか否か。まず，当時この条例に関して，どのように報道され，理解され
1)明治前期 財政経済史料集成 11-2,669ページ下
303 
424 闊西大學「純清論集」第25巻第 2•3•4 号
たかを見なければならない。明治19年10月29日（東京日日新聞〕2)は，「プール
ス案を農商務省が提示」との見出しで， 「取引所失権の風説に驚愕して，東株
米商共に百七八十円方の大惨落」と，株式市況を報じた中で，下落をきたした
原因は，プールス案であると，同案の内容を報じている。
「抑も共同相場会社を設立するの説は，敢て今日に始まるに非ず，既に数年前よりし
て，時々吾曹が耳染に達したる事ありしかども，今日直に之を我国に実施すべき機会とも
思はれず，又之を設立して其利害如何をも豫断すること能はざりしが故に，吾曹は曽て之
に論及する所もあらざりき。
然るに此節に至ては，其説漸く当局一部の注意する所と相成たるにや，諸新聞の言ふ所
によれば，農商務次官吉田君は，去る廿五日を以て渋沢，大倉，川崎，其余都下にて紳商
の名ある諸氏を，其官邸に招き，共同相場会社の定欺規則等に意見を陳る程の運に至る以
上は，今日にも明日にも設立せらるべし。〔中暑〕
0 0 0 
世上の所謂共同相場会社とは何ぞや，蓋しプロジュース，エキスチェンヂ，又はプール
ブー，，，ス
スの類を云ふなるべし，蓋し欧米諸国の相場所若くは取引所は，我国の米商会所又は株式
取引所の如く，先ず株主ありて資本を備へ，別に仲買ありて其場所に就て相場を為すの制
に非ず，仲買等の協立に成る者にして，簡説すれば仲買持の設立なり，而して今日に於て
プールス説を主張するの趣意を聴くに，云く
日物品の相場を投機者の為に昂低せらるるは実業者の不利益なり
は今日の仲買は投機を専とするに付き，信をおき難し
国仲買の外に株主ありて相場の利益を占むるは不適宜なり
国右に付き此弊害を匡済するには，
ー，新にブールスを設立すべし，
二，身分あるものを勧めて其仲買たらしむべし
三，米，麦，綿，塩，油其他の物品にして，相場あるものは皆このプールスにて取引
を成さしむべし
四，公債株券も亦このプールスにて取引を為さしむべし
五，然る時は物品其他の相場にも荒高下なく，仲買は身柄あるを以て投機を為さざる
べし，実業者は投機の為に迷惑を被らざるぺし
2)新聞集成明治編年史第6巻 347~8ページ
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と，云ふが如き単純なる趣意にすぎざるべしと思はるいなり。〔下暑〕
同じく 10月29日付，〔郵便報知新聞〕3)は，「共同相場会社創立の必要と利益」
の見出しを以て，
共同相場会社 0同社創立の事に付吉田農商務次官より紳商諸氏へ諮問ありたる趣は前
号に記せしが，渋沢，岩崎，益田，川崎の諸氏を始め其他の十ー名は一昨日右復申の為め
に相談会を開きたり，今農商務省にて新に此会社を創立せんとするの要旨なりと云ふを聞
くに， 「我国の株式取引所及び米商会所等は少しく英米に似たる所あれども，純然たる英
米の制にあらず，佛，曼，露，白等の相場会社などとは全く其の性質を異にせる合本会社
にて其株主と売買人とは別物となり，随て利益分配を多くするなどの精神より，手数料其
他の失費も嵩み，其間空相場，密売買も行はれ，幾んど賭博場同様の観を呈し，正業者の
賎みを受け，上流なる真面目の商人は却て此場に立入るを屑ぎよしとせざるに至り，種々
様々の不都合を生じたることなり，就ては此際，佛のプールスに擬して共同相場会社を設
け，株金をば募らず，各信任金五千円乃至一万円を差出したる仲買人若干名を置きて売買
をなさしむることに定めば， 自ら其品位も高く，弊風も止むべし」といふに在る趣なる
が，右の諸氏は大体に於て此改正を可とし，但其細目に付きて仲買人のみに依頼せず，米
は深川辺の大問屋始め，実際正米取引を営み居るもの，公債は各銀行役員の如きものに親
しく此会社に立入りて売買するを許す事，信任金の外に会社即集合体の責めに任ずべき金
円を何千円宛なり持寄る事，税金を引下る事等の意見もあり，要するにプールス創設の其
の事には同意なれども，之れが為め市場に激変を生ずるが如きは，最も忌むべきことなれ
ば，現に存立せる米商会所及び株式取引所の処置に就ては，政府に於て成る可く穏当円満
の処置を施さんことを希望するとの説には，何れも同意なりしと。
以上， 2新聞の報ずるように，プールス案は，当時洋行中の農商務大臣谷干
城にかわって，農商務次官吉田清成によって企画され，取引所改革がなされよ
うとしたものである。すなわち，取引所における賭博同様の空相場ならびに密
売買の横行は，公衆の便益をかえりみないで，株主の利益をはかることのみに
専念する営利会社一取引所であることに起因するものであって，株式組織の弊
害であること。この弊害を除去し，公共的経済機関としての取引所に改めるに
3)新聞集成明治編年史 第6巻 347~8ページ
305 
426 闊西大學『縄清論集」第25巻第 2•3•4 号
は，フランスのプールス (Bourse)に擬して，実業者の協立，仲間持， すなわ
ち会員組織の取引所となすべきこと。公平な利益配分，着実にして信用のおけ
る取引，公衆の便益をはかるための改革であること。そして，これらの趣旨に
よるプールス案を東京財界の有力者，渋沢栄一，岩崎弥之助，川崎八右衛門，
大倉喜八郎，益田孝らに提示し，現存のものの穏当円満な処置を残して同意が
えられたことが報じられている。要するに，プールス論とは取引所改革論であ
ったわけである。
なお，プールスはフランスの Bourseに擬して，これにならったとする説に
は異論があり，ベルリンの Borseを範としたとの説がある。その典拠は，明
治20年 4月12日，元老院における取引所条例第一回本会議での内閣委員岩崎小
二郎法制局参事官の説明文によるものであって，当該個所を抜粋すると4),
又，仏国巴里府ノ「ブールス」ノ組織ハ歴史上二徴スヘキ者ナルカ，今H二至テハ其建
物ハ府民ノ共有物卜為リ府庁之ヲ管理ス，然ルニ是ヨリ先キ巴里府ノ「プールス」ハ仲買
人ノ定員ヲ六十名卜定メタリシカ故二其取引ノ事業ハ自然二仲買人六十名ノ持株卜為リ，
商業ノ盛大ニシテ取引ノ活澄ナルニ随ヒ仲買人ー名ノ牧ムル一年ノロ銭ハ弐拾万円ノ多キ
ヲ致シ，仲買株ノ売買ハ幾ント四五拾万円二騰貴シ，其利益ハ全ク仲買人ノ整断二帰シ既
二黙過二付ス可ラサルヲ以テ仏国政府ハ断然二仲買株ヲ買潰シテ其組織ヲー変シ現今ハ定
員ヲ置カスシテ占有ノ弊害ヲ一掃セリ
又独逸伯林府ノ取引所ノ有様ヲ言ヘハ，初メヨリ政府ノ法令二基キ主務大臣ノ認可ヲ経
タル者ニシテ其組織ハ純然タル共有公同二係レリ，此組織タル欧米諸国ノ制二於テ最モ完
全ナル者ナリ，即チ本案ノ如キモ重二伯林取引所ノ構成二倣ヒ，龍動取引所巴里取引所ノ
覆轍ヲ避ケントスルニ在リ，蓋シ根抵已二深固二枝葉已二繁茂スレハ政府卜雖モ奈何トモ
スル能ハサルヲ予考シ，我邦従来ノ経験二折衷シ，今日ノ好機会二投シテ此条例ヲ制定セ
シナリ
ベールゼといわずプールスと呼んだのは，明治維新以降わが国の朝野がフラ
ンス学に心酔した結果であるとするものである。それなれば，通説どおりで不
4)小谷勝重著「日本取引所法制史論」 340~1ペー ジ
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吉田次官によって提示されたプールス案， ならびに， 「取引所条例」に対
し，学識者および取引所関係者の意見はどうであったか。その代表として，田
口卯吉の意見を聞けばたりるであろう。
なんとなれば，かれは自由主義経済学者であり， 『東京経済雑誌』社の創始
者でありリーダーであった。しかも，かれは東京株式取引所の株主で，それも
「肝煎たる資格の三十株以上を有する株主は松林義規，深川亮蔵，伊藤隆真，
小松彰，田口卯吉，横井繁之助，谷元道之の七氏」5)の1人であり， 明治16-
19年の間は取引所理事（肝煎）でもあったからである。
かれは，明治12年12月，『東京経済雑誌」 16号に「米商会所論」6)を発表し，
「明治13年は各地米商会所営業満期の年なるを以て，以後右様の会所は引続き
営業を差許すべき欺・・・・・・米商会所存亡の期」にあたり，限月相場は博突同様と
の認識にたつ政府の干渉に対し， 「余弊を以て其本体を滅せんと欲す，是れ猶
ほ火災を恐れて，吹姻を禁ずるが如し。彼の博突を悪み米商会所を嫌ふの論亦
此に幾かずや。」と，「相場会所の商業に欠くべからざる所以のものは相場を平
均するの功用」があるからで， 「商業を振起せんと欲せば翌に米商会所の類な
くして可ならんや。」， 「若し之を禁ずるに至らば塩に日本商業の為に惜むべき
事ならずや。」と，相場会所の必要にして不可欠なることを論じ，取引所の弁
誰者として登場した。
田口卯吉の多くの論説の中で，「取引所条例」に閲連するものは，
(1) 明治19年10月 「取引所の組織如何」7)
5)明治19年11月2日 東京日日「三十株以上の株主タッタ七人」
新聞集成明治編年史 第6巻 352ページ
6)鼎軒田口卯吉全集 第4巻 6~11ページ
7)同上 245~249ページ
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(2) 同 20年 5月 「相場会所論」8)
(3) 同 同 「取引所条例」9)
(4) 同 20年11月 「政府たるもの宜しく商業の取引法に干渉すべからず」10)
(5) 同 26年10月 「取引所条例の紛転」11)
の5篇がある。
(1), においては，取引所の組織如何は社会の一大問題であって，現行の株式
組織は不完全の極である。よろしく之を改めて，仲買組織（会員組織）としな
ければならない。すなわち，わが国の取引所制は，仲買人を狡猾・貧困にして
信用なき者とみなし，株式を募って会社を設立し，株主は仲買人の取引に干渉
しては，会社の損失をまぬがれるぺく，証拠金，追証拠金，増証拠金さらには
巨額の手数料を徴収する。 したがって租税も売買について徴収する方法をと
る。これらの起因である会社・株主がなければ，互に証拠金を要求する必要も
なく，手数料を支払うこともない。租税も売買取引税ではなく，免許税もしく
は取引所定額税になって計算は簡便になり，本来取引所の必要とする簡便活発
な取引をもたらすことができようと説いている。
しかしながら，組織を改革するにしても，一方に損失負担を強いることなき
相互の利益をはかるべきを説き， 「株主を排斥する時は株主に非常の損失」が
あろうともそれは「従来専制の利を収めた」ことの当然の帰結とするは「過激
の論」で，株式組織を改めて円滑に仲買組織となす方法は，株主の蒙るべき損
失の半分を仲買人に負担させるべきであると， 「公平」の論を展開している。
(2), においても， (1)のそれと同様に， 「株主は素と得ぺからざるの利を得た
るなり。今日の株主は仲買に寸効なくして，仲買より巨額の手数料を徴収する
ものなり。故に一朝にして之を廃するも何の顧慮する所か之あらん」とする
8)鼎軒田口卯吉全集第4巻 260~263ページ
9)同上 269~273ページ
10)同上 283~286ページ
11)同上 454ページ
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は， 「過激の論」であると再論し， 「株主の損失は仲買をして分担せしむるの
適当なるを知るなり。余は我政府が仲買組織を実施するに当りて，最も注意を
請はざるべからず」との意見をのぺている。また， (4), においても，田口が会
員組織論者であったことは，一層明確となる。すなわちその冒頭において，
「会社組織を廃し，会員組織となしたるの一事は，我邦商業社会近年の一大変
動なり。之が為に株主中非常の損失を蒙りたるもの之あり，之が為に株式市場
に非常の葛藤を発したるもの之れありし程にて」一一例へば明治19年11月， 12
（筆者挿入）
月の間の東京株式市場における米商会所株券売買紛議にみられたように，買方
中村道太， これに同盟したと噂された川崎八右衛門， 小松彰， 青木貞三に対
し，売方，田中平八，朝吹英二，その他平八の兄田中菊次郎，某会社，某組の
お歴々と噂された同盟者の間で，下落した米商株の相場持直しをはかる為の売
買掛引がもつれた紛議がある。一「我政府も敢て好みて之を行ひしにあらず，
止むを得ず之を施されたる議瞭々たり。我経済雑誌も此事に関しては実に政府
と意見を同うしたるものなりき。余輩は会社組織の専売の制にして永遠の法と
なす可らざるを思ふや，株主に此の如き損失あるをも顧慮せず，新聞紙上に許
多の反対論あるにも関係せず， 断乎として政府の挙措を賛成したりき。」 と。
しかしこのことは， 『田口卯吉全集』第4巻の編集解説者櫛田民蔵が解説する
ように， 「もし株主の利益と商人団体の利益と到底衝突を免れざるときは，博
士は理論を一貫して後者のために前者を犠牲とすることを跨躇しない」と解説
しているが，そうではなかったと思われる。それは商人団体のみの利益ではな
く，すべてのものの利益の為であって， 「大に商業社会を将来に利するものあ
りと信じた」からで，株主および営業者がおのれの損失を辞さずに「取引所条
例」に基づく取引所創立を出願したのも，政府有司の弁明を信じたからであ
る。そこには，株主の犠牲に対する何らかの政府の配慮と措置が期待されてい
る。ところが，事実は，政府の弁明というよりも行政指導の結果は，取引所に
対する不断の干渉，禁圧の歴史に変るものではなかった。このことに関して，
「プールス制を行ふの国に於て取引法に干渉する政府ありや」，「此等の事は其
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社会の自ら好む所に任して可ならずや」，すなわち「政府たるもの宜しく商業
の取引法に干渉すべからず」にこそ，経済自由論者田口卯吉の真実の意図があ
ったといわなければならない。
そのことは，すでに(3)において， 「取引所条例，同附則」に対する疑問とし
て述べられている。 I,株主の蒙った損失を営業年限を延期することで補給し
ようとすることへの疑問。 I,其損失を防ぐには， 高価の市場（旧取引所）と
廉価の市場（新取引所）を併立させないで，後者をして前者を相当の価格をも
って購求させること。 IlI'会員と仲買人との区別， それは，「取引所条例」12)
の
第12条 会員タルコトヲ得）レ者ハ其取引所所在ノ地二居住スル商人ニシテ会
員タルノ義務ヲ尽スコトヲ得）レ者二限）レ会員二非サレハ取引所二集会
シ売買取引ヲ為スコトヲ得ズ
第13条 会員タル者ハ身元保証金三百円以上三千円以下ヲ差出スコト
第20条 取引所二仲買人ヲ置ク仲買人ハ他人ノ委托二由リ売買取引ヲ為スヲ
以テ業トシ自己ノ為メノ売買取引ヲ為スコトヲ得ス
第21条 仲買人ノ営業ハ一部二限リ数部ヲ兼ヌルコトヲ得ス
第22条 仲買人タラント欲ス）レ者ハ農商務大臣ノ免許ヲ受クヘシ之ヲ受ケタ
ルトキハ免許料金五十円ヲ納ムヘシ
第23条 仲買人タルヘキ者ハ会員ニシテ営業保証金一千円以上二万円以下ヲ
差出スコトヲ要ス
の条文にみられるように，会員に対しては別に定めるところはないが，身元保
証金300~3000円にして自己売買と委托売買が許され，仲買人は，免許料50円，
営業保証金1000~20,000円を差入れて，しかも自己売買は許されない。単一の
物品についてのみの大量売買のみに制限されており，それは会員のなしうるこ
とでもあり，結果的には仲買人の不利益になる差別待遇である。などの諸点に
12)小谷勝重著「日本取引所法制史論」第4編 法令編
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ついて疑義をのべている。
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(5), においては，すでに同年 3月， 「取引所法」が発布され，同法令による
と，取引所の組織は，土地商業の情況，売買取引する物件の種類によって，会
員組織または株式組織となすも自由な選択にまかされるようになった後のこと
であるが，いわゆる「ブー）レス論」の後退が，政府と既存の株式・米商取引所
役員との結托によるものであり， 「金時計を贈り，之を待合に誘ひ，手を変へ
品を代へて」， 費消した運動費 1万7千余円の醜聞が暴露されるに至り， 農商
務次官であり，プールスの推進者でなければならない「斉藤修一郎氏をして会
員組織の自説を変ぜしめんと務めたること何ぞ其到れるや。余輩は斉藤氏が斯
る醜屋に臨みて云々」と，両者にたいして，やるかたない憤りを吐露し， 「株
主組織は非なり，会員組織ならざるべからず」と主張を一貫している。
一方，堂島米商会所株主の中では，明治19年11月には頭取指名の臨時協議員
となり，仲買人協議会の委員にもえらばれ，しかも藤田伝三郎を理事長とする
大阪取引所創立の常置委員，したがってブールス賛成者であったとみなければ
ならない田中太七郎は，明治43年に発刊した著書『日本取引所論』において，
株式組織と会員組織の長短を比較論究しつつも， 「会員組織ノ取引所ヲ設クル
コトハ独リ識者ノ奥セサル所タルノミナラス，仲買人自身モ一般二之ヲ不適当
ト認ムル所」，「之ヲ実行スルコトハ後日ノ発達ヲ待タサルヘカラサルコト明ナ
リ」と，即実主義ともいうべき意見をのべている。しかしながら， 「ブー ルス
論」の経緯については， 「反対派ハ諸種ノ理由ヲ畢ケテ取引所改良ノ俄二実行
スヘカラサルコトヲ痛論シ激烈ナル反対運動ヲ試ミタリ，殊二仲買人ノ如キモ
最初ハ株主側卜利害衝突ノ結果， 「プー）レス」論ヲ歓迎シタリシモ，中途ヨリ
意向一変シ株主側卜相提携シテ倶二反対スルニ至リ・・・・・・仲買人ハ殆ント営業ヲ
失フニ至ルヘシトノ疑念ヲ生シタルニ依）レ」と述べている。
また，かれ自身，常置委員であった大阪取引所については， 「大阪二在テハ
藤田伝三郎氏等力主タル発起者卜為リ，何レモ市内ノ有志者ヲ勧誘シテ新取引
所ノ設立二着手シタリシカ，…•••斯ノ如ク大阪力新取引所ノ設立二鋳躇セス着
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々実行ノ運二至リシ所以ハ，由来大阪ハ全国商工業ノ中心地ニシテ，取引所ノ
如キモ昔時大阪二其起源ヲ開キ漸次発達繁盛ヲ極ムルニ至リシカ，之二伴フテ
種々ノ弊害ヲ醸生シ，十六七年頃二至リテ其極点二達シ，殊二彼ノ堂島北浜両
取引所二於ケル犯則事件ノ大検挙アリシ為メ深ク一般商人ノ注意ヲ惹起シ，切
二取引所改良ノ必要ヲ感セシメタルモノアルニ由ルナリ。」 と， 大阪商人の世
情に即応しようとする態度を述べている点，田口卯吉の理論的合理主義と田中
太七郎の即実的合理主義，理想と現実の対比は，まことに対照的であるという
ことができよう。
さて， 「プールス条例」に対応する堂島米商会所の動向について，まとまっ
た資料はなく， 『堂島米商会所日記」18)に関連記事が散見されるにすぎない。
すなわち，
明治19年1月25日晴
休業本日氏神天満社祭典二付，臨時休業致候事
臨時株主総会本日当会所楼上二於テ，株主総会ヲ開設シ，将来米商会所営業上如何二
付，株主二於テモ時勢ノ趨需二注意シ，予シメ為ス所ヲ計考セサル可ラサル旨，頭取玉手
ヨリ総員二演述セリ。又仲買人一同ヨリ意見書ヲ提出シタルヲ以テ，之ヲ株主二相示シタ
ル上，左ノ通決議セリ
ー，従来株式組織ヲ以テ行ハレ来レル米商会所組織ヲ廃止シ，仲買組織ヲ改正セラレン
トノ傾キ之ァルヲ以テ，将来此営業上，株主総体ノ利害二関シ，追々政府二上願スル
事多々有之ヲ以テ，姦二株主中ヨリ，臨時協厳委員八名ヲ撰定シ，将来此営業上二関
シ，或ハ上願案ヲ起草スル等，株主総員二代リ，時々当任ノ役員卜協鏃ヲ為スモノト
ス。而シテ頭取ノ指名ヲ以テ，其人名ヲ定ムル事左ノ如シ
田中太七郎 浜崎伊七 進藤嘉一郎
田中丑三 斉藤専蔵 草間貞太郎
伊庭貞剛 芝川又平
右之通議定録二調印シ，午後四時，閉席致侯事
同年12月2日曇
13)関西大学経済・政治研究所「調査と資料」第14号，第17号
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新潟米商会所 ヨリ，彼ノ共同相場会所ノコトニ就テ，当会所組織変更云々，新聞紙上
二散見セルヲ以テ，其実否問合セノコト，及ヒ従来新潟会所ハ，百石建ノ処，今般之レヲ
変更セントスルニ付，当会所二於テ，曽テ五十石建ニセシ利害得喪ヲ，尋越サレ候二付，
右両件トモ，詳細二回報致シ遣ハシ候事。巨細ハ文通留二在リ，看覧セラルヘシ
明治20年5月12日晴
霞報
シンジョレイ，イツゴロデルミコミ，カネマッ，ィッキハンスル
玉手宛
同5月13日晴
電報到達東京兼松ヨリ，左ノ電報達セリ ジョレイ，マダデヌ，アスカヘル
同5月15日 晴サンデーニ付休業
プールス発布 昨夜九時舟分，角田宅へ，東京ヨリ，左ノ電報ヲ得タリ
ブールスフコクデタ
右之外，数通電報到来シタルニ付，其旨，商況新報ヨリ，号外ヲ発刊セリ
玉手氏ヨリ来電
トリシキジョ，シンジョウレイ，フコクセラレタ， ミナエハヤクシラセ
高岡，徳島両会所へ発電
プウルス，キノフハッフナリタト，ツウチアリ
角田ヨリ玉手氏へ発電
シンジョレイ， デタコト， サクヤスツウデンホウエタ， シカシ， ナンネンナンガツヨ
リ，セコヲセヨトアルヤ．マタゲンザイノベイショクワイショジョレイハ，イツヨリハイ
シスルトアルヤ，ソノホカキンヨウノコトガラ，デンホウニテキカセ
玉手氏ヨリ来電
セコウ。クガツヨリナリ。キウジョヲレイハ。リヨヲクワイショ。エイギヨウ。マンキ
ヲマッテハイシストアリ
同5月20日雨
仲買総集会本日午後三時ヨリ，肝煎兼松氏井二角田，其外各仲買人，取引所条例二付
キ，総集会ヲ開設シ，委員五名ヲ撰挙セリ。其人名ハ，田中太，田丑，北平，進嘉，浜伊
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等ナリ。五時半頃閉会退散セリ
同5月25日曇天
玉手氏へ発電藤田氏東上ノ義ヲ照会二付，左之通復電ヲ発ス
フジタトウショウライゲツナラレ
同1月14日 朝雨午後晴
臨時総会決厳 当米商会所営業モ，永ク之ヲ維持スル事ヲ得ス。早晩解散セサル可ラ
ス。株主総員中ヨリ，七名ノ委員ヲ撰挙スル事トナシ，総員ノ協議二依リ，頭取ノ指名ヲ
以テ之ヲ定ムル。其人名左ノ如シ
小泉助次郎 三井元之助 光村弥兵衛
伊庭貞剛 田中市兵衛 浜崎伊七
阿部彦太郎 候補進藤嘉一郎
同10月25日 晴天満社秋祭二付休
常置委員集会 当会所二於テモ，東京米商会所同様，明治廿二年五月迄，営業延期之義
ヲ願出候二至リ，常置委員集会ヲ開設致シ，出席之人員ハ，左ノ如シ
斉藤専蔵 進藤嘉一郎 山本新次郎
阿部彦太郎
小泉助次郎
田中丑三
伊庭貞剛
右ノ出願スルコトニ決厳致候事
同1月18日晴
長谷彦太郎
田中市兵衛
株主臨時総会 当会所株主総会ヲ開設ナシタル要件ハ，明治廿二年五月三十一日迄，営
業延期ノ許可ヲ蒙候件。当会所資本金ヲ，大阪共立銀行エ転用スル云々ヲ取消之件。準備
積立金ヲ分配，其筋ヨリ被差止侯二付，従前之通積立侯件。当会所資本金ヲ以テ，購入有
之候諸公債ヲ，現今ノ時価ニテ売却シ，其買入代価卜売却代価トノ差額壱万四千五百拾八
円九拾四銭四厘ノ内，壱万四千五百円ヲ各株主所有ノ株高二分配シ，残リ拾八円九十四銭
四厘ハ，本年下半季ノ雑収益へ繰込候件。資本金積立金ヲ以テ，現今ノ時価二依リ，更二
相当ノ公債証書ヲ購入致件。右之件々，午後三時三十分二開設シタル処，原案之通決議致
シ，四時廿分二開散候事
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同12月12日曇
株主臨時総会本日午後四時，株主臨時総会ヲ開設為シタル趣旨ハ，減税之義ヲ願出侯
義ヲ．ー同協議之上出願スルコトニ決議致シ，尚出願書二株主総代トシテ，小泉助次郎，
田中丑三，進藤嘉一郎，芝川又平，寺村富栄之五名調印候事二，是又決議致候事
明治21年9月10日雨
電報本朝午前九時，当会所角田ヨリ，在東京磯野株式取引所頭取へ，左ノ通発信致候
事
コンニチ，カプシキベイショ，ヤクイン，シプサワ，フジタラ，ノショクンニ，ダイジ
ン，メンダンアルヨシ，エンキイカガ，モヨヲ，スグキカセ，タノム
同10月1日曇
株主臨時総集会株主臨時総会ハ， 正午十二時， 当会所楼上二於テ開設， 集会之趣旨
ハ，現在米商会所・株式取引所及新設取引所全般二係ル件二付，農商務大臣ヨリ，御懇諭
之次第有之，今般東京二於テ，該関係者一同協議之末，大臣御示諭通リ，取引所条例ヲ改
良セラレタルトキ，又従来ノ米商•株式両会所営業満期二至ル迄ハ，大阪取引所ノ開業見
合候事二相成，依テ取引所創立経費壱万六千円ハ，此協議二加リクル，当会所及株式取引
所ヨリ，支弁スル熟議行届，則其出金左之通
1金七千円 大阪株式取引所
1同三千円 堂島米商会所
1同弐千五百円 東京株式取引所
1同弐千円 同米商会所
1同壱千五百円 京都株式取引所
前書金額ハ，当会所準備積立金ノ内ヲ以テ，一時支弁シ，営業満期二至ル迄，毎半季之
ヲ償却スルモノトス。尤営業ノ都合二依リ，著シキ純益ヲ得タルトキハ，特二相当之金額
ヲ償却スル事アルヘシ但本文ハ議定録二綴有之
右之通決議致侯事
出席人三十八名 此株数四百六十八株
同10月10日暴
大阪取引所創業費取引相済大阪取引所創業費壱万六千円ヲ，東京株式，米商両会所，
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及京都株式取引所，当会所ヨリ支弁可致約定二付，当会所ハ金三千円出金シ，本日大阪株
式取引所二於テ相済候。同取引所頭取ヨリ受取証，左之通リ
証
一金三千円也
右ハ，今般於東京，農商務大臣ヨリ御懇諭二依リ，大阪取引所営業開始見合候事二相成
候二付，大阪株式取引所及堂島米商会所ヨリ，大阪取引所創業費壱万六千円ヲ支弁可致約
定二基キ，貴所御出金額，書面之通，正二領収致候，尤東京株・米商両会所，及京都株式
取引所ヨリノ出金額モ一括シ，大阪取引所へ交付シ，其領収証ハ，之ヲ当株式取引所へ蔵
メ置，其謄本ヲ相副，此領収証ヲ差出候也
明治廿一年十月十日 大阪株式取引所頭取
磯野小右衛門
大阪堂島米商会所
頭取玉手弘通殿
同10月20日雨
大阪取引所へ盟約 同所ノ家屋建物等，今般当所へ引継致候処，右地所之義ハ，予テ大
阪府ヨリ借用地二有之ヲ以テ，示来同地所ノ義二関シ相生シ候事柄ハ，一切当所二於テ処
理シ，決シテ迷惑相懸ケ不申旨，大阪株式取引所頭取磯野小右衛門，及当会所頭取代理宗
像直次郎ノニ名連署之上，盟約証書ヲ大阪取引所へ差出シ候事
まず，明治19年10月25日，政府は「ブールス案」を東京紳商に提示，同意を
えたことはすでに述べた。またこの時点で，田口卯吉の「取引所の組織如何」，
東京経済雑誌340号が， 10月30日に発行されている。
11月16日，商務局会社課に「ジカンイツゴハットニナルカウカゴフ」の電報
を発信していて，農商務次官が広島地方へ出張についての伺を立てている。同
月18日，兼松房次郎が，吉田農商務次官の広島より神戸着港について，面接の
ために神戸に赴いているが，暴風のため船は延着となり神戸に一泊した記事が
みられる。しかし，面談の様子については何等記録がない。
そして同月25日，上掲の臨時株主総会が開催され，決議がなされているが，
文面でみる限り，「プールス案」の受けとめ方は， 仲買組織に改正の方向で受
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けとめ，将来の株主総体の利害に関する種々な上願案起草委員を選定し，別に
反対決議をおこなっていない。その後の動向はしる資料がないが， 12月22日の
記事に見られるとおり，新聞紙上に堂島米商会所組織変更の記事が散見される
とのことより推察して， 「プールス案」の趣旨にそう態度にあったと考えられ
る。
やがて明治20年 5月15日， 「取引所条例」発布にあたって，上掲の来電，発
電の記事にみられるような，あわただしい情況になるが，これよりさき，すで
に兼松房次郎は， 3月2日，大阪府より下付された農商務省宛の添書をもっ
て， 3月5日出帆の山城丸で上京，ついで頭取玉手弘通も，兼松からの出京督
促により， 3月26日，正午出帆の山城丸で東上している。兼松の帰阪は 5月18
日，あとに残った玉手は，藤田伝三郎の出京を待った様子であるが， 5月25日
発電報により，藤田の出京が 6月であることを知り， 5月29日に婦阪してい
る。
大阪においては，大阪取引所の創立準備がすすめられており， 6月21日，東
京日日新聞14)によると，「大阪プールス 〇同所創立の発起人は最早今日七十
余名の多きに登り，既に此程創立事務所を東区高麗橋通三丁目なる大坂商法会
議所内に設けたるが，去十四日夜は同件の発起人中にて，首立たる人々四十余
名が大坂商法会議所内へ相談会を開き，先に商法会議所に，新設の取引所にて
取扱ふ品目を問合せし処，会議所にては先づ発起人よりして，凡これこれと品
目を取極め， ……大阪商法会議所の返答あり次第，直ちに出願するの手筈な
り」と，理事長藤田伝三郎は， 6月に出京出願した様子で， 7月10日帰阪，翌
11日は，土居通夫も加わり「プールス事件につき田中，磯野，近藤，玉手，兼
松，角田の諸氏と藤田邸に会合」15)したようである。
堂島米商会所では， 7月14日臨時株主総会を開催， 「早晩解散セサルベカラ
14)新聞集成明治編年史 第6巻 481ページ
15)半井桃水『土居通夫君伝」
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ス」と，そのことの準備委員 7名をえらんでいる。一方大阪株式取引所では，
『土居通夫君伝」によると， 8月16日総会において，創立委員，藤田，兼松，
土居，近藤，磯野，田中（市），玉手，寺村， 田中（太），桑原の10名をえら
び， 同18日商法会議所において，株式取引所創立委員会開催， 10月22日，土
居，大阪株式取引所創立委員として出願の為，田中市兵衛，近藤喜禄と共に上
京，願意轍く採納せられず，東京にて越年， 1月5日……滞京中，大蔵・ 農商
務省へ出頭，取引所創立の件に就き始終熱心に運動を続け，遂に其目的を達
し，帰阪。 1月20日，早朝より藤田，草間両氏を始め祝賀（これは年始挨拶か）
に来る人引きもきらず， 1月26日，夜取引所の件に付き商法会議所において総
会を開く， 2月7日，藤田， 田中，玉手の三氏と専崎楼に臨時会合などの記
事がみえるが，大阪株式取引所は，明治11年6月に設立されており，大阪取引
所は，明治20年8月5日に設立認可をうけているので，一連の記事には説明不
足で不分明の箇所が多い。しかし，堂島米商会所役員，あるいは株主協議員，
玉手，兼松，田中（市），田中（太）の各氏は，大阪取引所常置委員に名をつ
らねる一方，玉手を代表として，全国米商会所協同会にも，すすんで参画し，
東京米商と歩調をあわせて，営業延期あるいは減税を出願して，延命運動をも
おこなっている。
結論的にいえば，大阪取引所は，折角の藤田の努力にもかかわらず， 「藤田
伝三郎の行動ー一奇怪視さる」16)ー ー大坂取引所理事長藤田伝三郎氏は，近日
上京して米商会所，株式取引所の延期願を其筋にて採用せられざる様上申する
との事云々。「藤田伝三郎，井上伯と対立ーブールス論を廻って両者の折衝極
めて微妙」17)_, 「藤田伝三郎の腹の中，結局創立費が問題一其高一万五千
円也」18)_ー 熱心なるプールス家藤田伝三郎氏が，目下請願の次第ありて上京
中……今回氏が希望する処の要旨と云ふを仄に聞くに，決して旧来の株式取引
16) 21. 8. 7 東京日日，新聞集成明治編年史 第7巻 122ページ
17) 8.16 東京日日 同上 125ページ
18) 8.25 東京日日 同上 130ページ
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所又は米商会所の延期を許可せられざるやう請願するにあらずして相成るぺ＜
は新取引所設立の為に今迄費消せし一万五千円余の損害を農商務省より賠償し
貰ひ其上断然新取引所設立の義を思ひ止らん云々。」 などと，いろいろ取沙汰
されたが，農商務大臣の更迭，井上農相の就任によって事態は一転し，上掲，
21年10月 1日， 10日， 20日にあげる記事のとおり，創業費を，農商務省が賠償
するのではなく，営業延期を許された東京，堂島 2米商会所，東京，大阪，京
都の 3株式取引所が分割負担をすることで，大阪取引所の開業は取り止めにな
るわけである。
3 
「取引所条例」による取引所の改革の起点は，要するに， (1)博突同様の取引
をおこなう，狡猾にして貧困な仲買人の品位の向上。 (2),株主の利益を計るこ
とを専らとし，公衆の利便を顧みない株式組織の弊。であった。
ところで， 「従来専制の利を収めた」として排斥される株主について，田口
卯吉は，前掲の諸論文において， 「今日の株主たる，幾多の売買譲与を経たる
ものにして，決して専売の財主と見倣すぺからず。」あるいは，「今日相場会所
の株主は，決して最初の発起人にあらず，多くは発起人より買受けたるものな
り，加ふるに近日諸株の騰貴に際し，其売買殊に頻繁なりしかば，現時の株主
は多くは高価をもって買受けたるものならん。之を買受けたるも蛍に其期限の
僅に明年に止まることを期せんや。」と述べており， このことは実情に近い説
明であったと思われる。株式の売買譲渡による株主の変更について，堂島米商
会所の例を見ると， 当初は，第 1表19)にみられるとおり，発起人16名で660
株，他に 3名， 50株，計19名の株主で発足した。明治 9年10月末日，募集株主
人名は，
井畑善吉，柳 利作，松下正太郎，住畠嘉三郎，坂上泰助，大眉五兵衛，川
19)拙稿「大阪堂島米商会所の創立」『経済論集」 17-6
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株主氏名
※磯野小右衛門
※田中喜助
進藤嘉七
北村治助
※芝川又平
※松本弥助
※三井元之助
※鴻池善右衛門
※吉富簡一
※宗像直次郎
※藤田伝三郎
※磯野吉三
※徳田和平
※井上亀六
※山本新次郎
※長谷彦太郎
※備中嘉兵衛
※高岡佐兵衛
田中源三郎
計
備 考
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第 1表株主資本金明細録
出 資 金 内 訳
株数 金額
秩禄公債同代金 1新公債同代金 現 金
株 円 円 円 円 円 円
60 6,000 8,000 4,000 金2貨,000 
50 5,000 4,150 3,320 1,680 
30 3,000 825 660 2,340 
10 1,000 金貨1,000 
60 6,000 5,000 4,000 2,000 
30 3,000 1,250 1,000 2,000 1,000 1,000 
60 6,000 5,000 4,000 2,000 
60 6,000 8,000 4,000 2,000 
50 5,000 6,200 4,960 1,000 
50 5,000 10,000 5,000 
50 5,000 6,250 5,000 
40 4,000 
旧公債
5,350 2,675 1,325 
40 4,000 350 52.50 3,875 1,937.50 2,010 
30 3,000 4,000 2,000 2,000 1,000 
20 2,000 1,350 1,080 920 
20 2,000 2,000 
20 2,000 1,675 1,340 660 
20 2,000 2,000 
10 1,000 850 680 金貨320
旧公債
710 71,000 350 52.50 
32,550 26,040 43,225 21,612.50 23,295 
1. 本表は，堂島文書「明治9年記録」により作成した。
2. 株主氏名中※印を付したのは発起人である。
3. 出資金のうち，秩禄公債は額面の8割，新公債は5割で代価
を計算している。
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端金兵衛，二川鹿之助，小林安兵衛，銭谷祐二郎，備仲豊蔵，岸上弥作，宮川
直助の15名で，いずれもー等仲買人として加入した人びとである。次に売買譲
渡の実情を，冗長にわたるが， 『堂島米商会所日記』によってみると，
年月日 譲渡人
10. 5.20 芝川又平
6.13 山本新次郎
宮津賢次郎
6.20松本弥助
6,30 田中喜助
7.28 岡田覚兵衛
株数代金 譲受人
? ?
10 1,000 奥野善之助
10 1,000 平林捨蔵
1 100 加賀市太郎
15 1,500 米沢善行
50 5,000 田中丑松
1 100 宮川直助
8. 15 15株以上所持株主
磯野（小），進藤嘉七，芝川，柿本，鴻池，三井，吉
富，藤田，宗像，田中丑，磯野吉，井上，松本，山
本，長谷，備仲嘉，高岡，北村，田中源，奥野，平
林，米沢
9.29 森岡忠兵衛 1 
豊田来助 1 
山崎重吉 1 
井畑善吉 1 
1. 8. 15 大阪株式取引所開業
12. 3.14 伊用徳兵衛 1 
俵佐七 1 
木村太三郎 1 
宮川直助
杉本清助
4.11 藤田伝三郎
岩本恒三郎
4.16 田中源三郎
4.17坂上泰助
氏原馬之助
100 
100 
100 
100 
285 
285 
285 
1 285 
1 285 
64 @350 
1 306 
10 3,500'. 
1 300'・ 
1 285 
伊藤久兵衛
麻田格之助 i
小池寅次郎．
進藤嘉三郎
広瀬宰平
広瀬宰平
II II 
II 
” 
’ 
‘’ 
岸本かな
”” 
藤田伝三郎
宮川彦-郎
II·• II 
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6.20馬場藤七 1 275 橋本 浅
奥野善之助 1 無代価 奥野善次郎
8. 2磯野吉三 10 3,000 磯野聞女
2 600 ’ 良吉
18 5,400 ’ 孝一
8.12北村利助 10 3,600 西村居四郎
8.14橋本 浅 1 340 芦田治助
小林つね 1 350 ” II 
8.26 大眉五兵衛 1 350 草間貞太郎 9.9大眉休業申出
9.25芝川又平 10 5,000 加藤祐一
磯野小右衛門 30 15,000 三井元之助
30 15,000 鴻池善右衛門
9.29夏井嘉吉 10 柳 利作
井口新三郎 5 熊谷辰太郎
芝川又平 5 広瀬宰平
10.1 井上源次郎 5 井口新三郎
山本新次郎 5 外山脩造
井口新三郎 5 伊庭貞剛
13. 9. 3広瀬宰平 3 900 玉手弘通
9. 7 下河辺貫四郎 10 3,000 加藤祐
10.11井原丑松 1 150 浜崎永三郎
14. 4.15 冨子三七雄 1 冨子 笑
5. 7 熊谷辰太郎 2 寺村冨栄
’ 1 大藤高敏
高木善兵衛 1 ” II 
5.16磯野孝一 15 磯野 聞
5.20 北門弥．一郎 1 215 浜崎伊七
6.10 田中吉造 1 北野平右衛門
11.24平林昌伴 5 @200 北野平右衛門
12.14芦田治助 4 @210 北野平右衛門
15. 3. 7 斉藤利八郎 1 200 林 清三郎
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3. 9 芦田治助 4 840 山本鉄蔵
3.23 高池三郎兵衛 2 420 山本歓吉
3.25 II ” 1 210 浜崎永三郎
II , 4 840 橋本伊兵衛
3.27 加藤祐 10 1,900 藪田勘兵衛
5. 9 芦田治助 1 200 斉藤嘉七
6. 7 山本歓吉 2 無代価 山本新次郎
6. 9 秋山門十郎 1 竹内卯兵衛
6.17 池田弥平 10 草間貞太郎
伊藤国吉 8 竹内卯兵衛
6.18吉岡源七 1 250 西村権之助
8.25 山本新次郎 1 250 京極政七
林 清三郎 1 250 小沢庄治郎
永田彦作 2 520 中原繁之助
9.14 箸尾元市 1 230 巽 善七
西村権之助 1 230 和田万七
10.28 松下正太郎 1 235 永長善八
山本勘兵衛 8 @250 山本新次郎
11.17 金沢源兵衛 1 240 西山九兵衛
12. 5磯野ぶん 15 3,750 山本新次郎
12. 8 小野一巳千 2 460 光村弥兵衛
12.21 永田彦作 1 250 尾崎定助
II , 1 250 京極政七
田中丑松 1 250 福井源兵衛
16. 1.17拝司永造 33 7,920 泉 常三郎
1. 24 植田熊太郎 1 230 紀村松吉
1. 31 岸上弥作 2 無代価 川崎喜助
2.20 柳 利作 4 920 柳 利兵衛
3. 5 加藤祐一 10 2,200 松第73本銀行英支配忠人
3. 6 長谷彦太郎 1 100 木村清兵衛
4.16西村嘉助 1 200 小林治一郎
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4.17 北野平右衛門 3 赤路豊助
6.11 水橋吉平 1 無代価 水橋吉兵衛
6.26 奥野善之助 5 950 紀村森吉
水橋吉兵衛 1 190 ” ” 
9.22 尼崎定助 1 梅本庄兵衛
9.24 鴻池善右衛門 5 草間貞太郎
9.25 草間貞太郎 1 和久伊兵衛
1 加賀清兵衛
1 小野清七
1 上野喜兵衛
1 二川茂助
1 井上伊三郎
9.26 草間貞太郎 2 @215 西山九兵衛
1 215 三鴇庄兵衛
1 215 大阪利八
浜崎永三郎 1 210 小林安兵衛
17. 2. 4 宗像直次郎 5 無（親代族価） 田中太七郎
中原庄兵衛 1 205 昔田治助
京極政七 1 210 北野平右衛門
泉常三郎 20 4,000 兼松道彦
高岡吉助 10 2,100 高岡佐次郎
3.22 寺村富栄 1 205 山内卯之助
指吸惣平 8 1,720 福永正七
5. 7 橋本庄兵衛 1 215 谷沢次郎平
中西幸三郎 1 205 清水藤兵衛
5.27 山本新次郎 1 210 松尾熊太郎
福永正七 1 210 下村利八
宮川直助 1 205 岡崎喜兵衛
福永正七 1 215 紀村森吉
進藤嘉一郎 2 410 岡崎喜兵衛
6.27 住畠嘉吉 1 205 石田藤五郎
8.14 加賀市太郎 2 400 加賀定四郎
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8.19加賀助七 1 200 加賀コ ウ
吉岡新六 1 198 石井松之助
9.17 藪田勘兵衛 5 900 芝田太吉
兼松道彦 10 1,850 浜崎伊七
10. 4 上野喜兵衛 1 205 炭原治兵衛
松本英忠 10 2,000 浅見孝三郎
泉常三郎 1 190 古門九右衛門
亀田政吉 1 190 II II 
古門九右衛門 4 760 北野平右衛門
10.30 西村居四郎 10 2,000 浅井文右衛門
泉常三郎 1 195 松田治作
II ” 1 195 秋田玉次郎
1. 22泉常三郎 1 195 伊藤留介
斉藤嘉七 1 185 大沢幸次郎
11. 22 三井元之助 3 585 福永正七
泉 常三郎 3 390 吉岡勘三郎
三井元之助 1 195 吉岡新六
泉 常三郎 7 1,365 金井八三郎
浜崎伊七 1 190 柴田文祐
備仲嘉兵衛 1 195 備仲利喜松
松浜崎伊七 2 400 柴田文祐
12. 柳 利兵衛 2 440 津田伊兵衛
金井八三郎 5 1,100 玉置治郎三郎
浜崎伊七 1 215 山下得助
18.,2.23 柳 利作 3 @218 袴谷常七 4.2営業認許
2.25 兼松房次郎 10 2,200 浅井文右衛門
兼松道彦 10 2,200 II II 
小畠久次郎 10 2,200 ’ ’ 
3.25 柳 利作 8 2,000 那須東五郎
柳 利兵衛 2 500 , II 
那須東五郎 1 218 辻 麟吉 5.20営業認許
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5. 6尼崎定助 1 200 橋本伊兵衛
芝田 5 玉置
5.21 柴田文祐 1 200 水上庄五郎
5.26 井口新三郎 1 230 土井安治 6. 8入営社業認出願許7.1 
6.15 水上庄五郎 1 190 石田宇三郎
6.18寺村冨栄 1 190 上野喜兵衛 6.226入営社業認出願許8. 
金井八三郎 2 380 ” ’ 
6.19玉手弘通 1 210 井伊万祐
竹田与右衛門 1 205 II ’ 
6.23 上野吉兵衛 井伊万祐
7.17 田中丑松 3 570 磯田甚七 8. 236入営社業認出願許8. 
井伊万祐 2 420 阪井久次郎 7.270入営社業認出許額8.1 
広瀬宰平 1 玉手弘通 7.1当5株主総株会100 配 1 円
8.18外山修造 8 1,440 山本三四郎
備仲嘉兵衛 4 800 備仲利喜松 8.286入入社社認出願許9.1 
” , 15 3,000 備仲豊次郎
11.11 池田弥平 1 兼松房次郎
11.19 兼松房次郎 1 190 大阪利八 12. 36入営社業認出願許12.2 
山本新次郎 1 190 ” ” 
1. 21 柴田文祐 岸上弥作
外5名 外5名
19. 9.18 藤田伝三郎外5名 広田義次郎外5名
10. 8京極政七 1 200 和田茂三郎
10.18 高岡佐兵衛 3 無代価 高岡吉助
1. 12 広田義次郎 25 4,650 金井八三郎 株式年配前後半閤当19 
大沢幸次郎 6 1,140 大沢 トメ 65 
1. 18 植木 操 1 備中豊蔵 12円25銭
20. 3. 8進藤嘉七 3 621 古門九右衛門
” ’ 1 207 北野平右衛門
進藤嘉之助 2 214 ff , 
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20. 3. 8 菊田弁右衛門 1 200 山内卯之助
浜崎伊七 3 615 網野兵右衛門
白瀬彦七 1 205 II ” 
浜崎永三郎 1 205 ” II 
3.15 松尾熊太郎外6名 浜崎永三郎外4名
6. 14 山本新次郎 3 540 浜崎永三郎
小西吉三郎 3 600 北八郎右衛門
大沢トメ 8 1,368 北野平右衛門
袴谷常七 1 171 ” ” 
宗像直次郎 10 2,100 島 順武
6.14 田中太七郎 5 1,500 島 順武
草間貞太郎 4 800 那須東五郎
鴻池善右衛門 3 654 田中市兵衛
金井八三郎 7 1,526 II II 
秋田新兵衛 5 900 備中豊次郎
北野平右衛門 6 1,050 進藤嘉一郎 7@.15嘩円2主5総銭配会当
7. 7 三井元之助持株 56株
8. 2 那須東五郎 5 @200 田中市兵衛
田中丑松 1 ‘’ II 
草間貞太郎 4 ” ” 
鴻池善右衛門 ， @200 田中市兵衛
福永庄七 2 II ” 
金井八三郎 2 ” II 
北野平右衛門 4 II II 
赤路豊助 2 II II 
古門九右衛門 11 ‘’ II 
8. 4柳利兵衛 1 167 田中太七郎
9. 6 鴻池善右衛門 5 川本善七
光村弥兵衛 ， 田中丑
” ” 1 田中丑松
9. 6松岡治助 3 田中丑
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12.15宇山儀平
21. 9. 4 高岡ェン
9. 5磯田甚七
大阪利八
’ ” 
10. 8 浜崎永三郎
II II 
田中丑—
10.11 II II 
10.18川端多加
11.16 岡 幸次郎
真崎庄三郎
西山九兵衛
11.19 浜崎永三郎
木村幸七
菱谷清兵衛
田中太七郎
岡幸次治
浜崎伊七
22. 1. 26 古畑寅造
2. 4 田中（内）平兵衛
2.21 長江伊太郎
浜崎伊七
進藤嘉一郎
岡幸次郎
3.11 田中丑三
3.14 浜崎伊七
3.19 井口新三郎
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西山伴助
西山九兵衛
野田半次郎
3 450 西山九兵衛 宇山12.12退社
6 無代価 高岡佐次郎
1 143 松代常七
1 150 和久伊兵衛
1 130 石田宇兵衛
1 170 田中平五郎
1 170 東嶋孝次郎
1 165 越ケ谷伊兵衛 1. 9営業認許
3 496円50 角田富次郎
1 165円岡本栄蔵
3 @190 諏訪庄右衛門
1 190 川口太介
1 190 石田要＿
1 180 北川仲助
1 180 加藤源七
1 185 松代常七
2 370 
3 549 
1 190 
2 365 
1 190.50 
24 @160 
2 @182.20 
3 @180 
2 @180 
” II 
II ’ 
田中平兵衛
片山和助
和気五郎
柏原真蔵
朝田喜三郎
益田太三郎
” II 
2 380 三宅喜兵衛
3 500 斉藤嘉七
3 無代価
1 165 
3 660 
井ロタカ
西山雅市
II'・”
2 340 松代常七
4.20仲買認許
2.20西山九兵衛仲
間人除名処分
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4.1本田栄七 1 163 斉藤喜兵衛
長江伊太郎 3 497 古門九兵衛
戸倉嘉兵衛 1 165 II II 
岡 幸次郎 1 166 橋本伊兵衛
4.9 高岡佐次郎 2 332 辰馬半蔵
高岡佐次郎 2 324 源田卯兵衛
北川仲助 1 162 ” ‘’ 
田内平五郎 1 162 II , 
川口太介 1 162 ’ ’ 
岸上弥作 1 無代価 岸上サ 卜
5.7浜崎伊七 1 160 片山和助
江口弥兵衛 1 160 , ’ 
5.9 宮津与次郎 10 1,066 朝田喜三郎
5.31 長尾藤三 6 990 大沢 トメ
6.10 中西牧三郎 2 350 尾崎倦次郎
6.10 東嶋孝次郎 1 170 尾崎倦次郎
6.11 石田要三郎 1 175 尾崎倦次郎
古畑寅造 1 II ‘’ ’ 
浜崎伊七 1 , ’ , 
中川源蔵 1 ’ ‘’ ’ 
6.12 玉手弘通 10 1,550 那三井須鴻東池両五換店郎組合名代
6.13加藤源七 1 168 高井久五郎
江口弥兵衛 2 320 加賀市太郎
6.14 田中丑三 2 330 青田大吉
古畑寅造 1 165 ‘’ ’ ゜
6.18 長江伊太郎 2 300 西村勘之助
6.22小野十作 1 174 木村幸七
吉田松太郎 1 174 ff ’ 
古畑寅造 2 320 松浪宗七 @7.14峨円主50総配会当
1.13総円配会
@15 当
7@.61総5円会配当
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以上のとおりであるが，明治9年から同26年までの『日記」のうち， 11年，
17年， 25年分は欠本， 13年， 21年分はそれぞれ 1月から 7月までを欠き， 24年
分は 4月から12月までお欠いているので，もっとも17年分については，明治17
年 1月『株式譲渡願届拍』によって補ったが，それにしても不完全で，売買譲
渡のすべてが記されているのではない。
第2表大阪株式取引所状況一覧表
年明 治次 株銘柄券数
株先物相場（円）
株券売買高蛛 株券受取高腑
高 I最最 低
12 3 3,233 514 179.845 158.930 
13 1 11,379 1,319 151. 779 133.916 
14 4 8,360 1,417 283.841 266.216 
15 3 906 297 285.979 270.425 
16 2 274 131 222.166 201. 875 
17 6 219 60 180.000 173.375 
18 8 80 24 145.475 140.250 
19 ， 58,453 2,553 168.416 162.750 
20 13 712,185 16,912 240.210 200.000 
21 16 1,287,767 29,196 246.210 215.750 
22 20 1,709,728 61,992 318.375 299.750 
毎年の売買譲渡株高を計算すると，明治10年91株， 12年230株， 14年31株，
16年78株， 17年131株， 18年94株， 19年39株， 20年129株， 21年30株， 22年109株。
これを第2表20)の大阪株式取引所における株券売買状況とつきあわせてみる
と，相関々係は認められないし，米商株が，株式市場で上場されたにしても総
株数防ゞ 750株なので，そんなに頻繁な取引もなかったろうと考えられるので，
売買よりも譲り請渡しの形でなされたものの方が多かったかに考えられる。
さて，明治10年の特長としてみられることは，田中喜助の全持株譲渡をはじ
め，芝川又平，山本新次郎，松本弥助らの発起人が， 10株以上を，額面代金で
譲渡していることである。明治12年は，大阪株式取引所の開業の影響もあって
20)田中太七郎著『日本取引所論」附録第10号より作成
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か，他の年次に数倍する 230株の売買譲渡が記録されており，この年にも，発
起人中，藤田伝三郎，磯野吉三，磯野小右衛門らが，大量の株の売買譲渡を，
ー株当り300~500円でおこなっていることである。今一つの特色は，住友の広
瀬宰平，伊庭貞刷，五代友厚の女房役で通商・為替会社の経営に尽力した加藤
祐一，第一国立銀行大阪支店の熊谷辰太郎および井口新三郎，渋沢栄一，五代
友厚らの推挙によって，大蔵省銀行課から第三十二国立銀行の総監役にうつっ
た外山脩造，明治13年4月限売買停止事件（五代，広瀬，阿部，杉村らの売崩し事
件）によって頭取を辞職した芝川又平にかわって， 14年に頭取に就任し， 26年
の取引所法による大阪堂島米穀取引所の開業まで，困難な時代の米商会所に尽
力した玉手弘通など，新らしい型の企業者が株主になっていることである。た
んに株主となっただけでなく，加藤祐ーは12年10月には肝煎に就任するので，
芝川又平から譲り渡けた10株は，肝煎の資格条件をみたすためであったとみな
ければならない。明治14年以降にはデフレ期を迎え，第2表にみられるとお
り，株式市場は衰退期にはいり，顕著な特色はみられない。ただ14年には，代
言人会の会長で藤田伝三郎との親交もあり，大阪商法会議所理事の寺村富栄と
か大藤高敏ら法曹関係者の株もちがみられる。また，泉常三郎，山本新次郎ら
のように，頻繁に売り，買いをおこなう仲買人や，仲買入社出願前に株式を買
おうとする仲買人，北野平右衛門のように，小数の株を集める仲買人など，前
期の企業者の登場と異なり，米商会所仲買人が，持株高はすくないが，株主に
なる傾向に変っていったようである。そして，当初16名の発起人の持株660株，
ほかに18名の株主で出発した米商会所株主は， 明治26年10月には，次のとお
り， 152名， 10株以上株主22名， 30株以上では 4名その株数201株，発起人に名
をつらねた者で残っているのは，進藤嘉七，山本新次郎のみで，代替りの者を
加えても，備仲，宗像があげられるにすぎなくなっている。 「専制の利を収め
た」「専売の財主」は，田口卯吉の指適するように，その内容は多分に変容し，
仲買人＝株主，実質的に会員組織に近い状態になっていたとみられるであろ
う。
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明治26年10月 株主一覧
（持株数） （株主名）
61 北野平右衛門 7 阿部彦太郎
55 食満藤平（堺） ” 備仲豊蔵
54 小野友次郎 ’ 浜崎伊七
31 〇田中市兵衛 ” 片山和助
26 谷沢治郎平 6 伊庭貞剛
21 〇進藤嘉七 ” 長谷彦太郎
20 小泉助次郎 ’ 阪上新次郎
17 浜崎永三郎 5 汐見久吉
15 備仲豊次郎 II 田中丑松
13 島 竹次郎 ” 桑木吉太郎
13 高橋義雄 " 松代常七
II 古門九右衛門 II 和田茂三郎
II 益田太三郎 ” 稲野右一郎
12 大島甚三 ” 和久伊兵衛
11 山内卯之助 II 益田信三郎
10 0玉手弘通 4 吉岡新六
II 0那須東五郎 ” 三木伊三郎（堺）
II 山本新次郎 “ 浅田柳之助
II 宗像祐太郎 ’ 0池田熊次郎
” 〇辻忠右衛門 ” 飯田新七
II 0伊藤正信 4 池田政一
// 山田平三郎 3 島田重蔵
8 斉藤嘉七 ” 田内平五郎
” 福永正七 ” 須々木庄平
, 広瀬宰平 ” 北村治助
II 進藤嘉一郎 , 中西幾之助
’ 荒木英 ” 稲野利兵衛
7 美濃善作 ” 宇野富三郎
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?
米村忠兵衛
ー
植
., 里
., 竹原友三郎
., 下
?
?
橋本伊兵衛
,II 
✓/ 
??
” 
~’’ 
伊藤久兵衛
松井幸次郎
?
幸
., 
-II 
、II
?????
‘’ 
,I/ 
八木千之助
辻花豊三郎
.I/ 
,. 
? ? ?? ? ?
,II 
.I/ 
?
村
, 
” 
, 
” , ?
井
??
原
文
?
??
??
ー
.II 
?
上
?
勝
種
サ
蔵
七
??
八
???
??
秋山儀四郎
平
大谷嘉兵衛
尾張松之助
今西林三郎
二川鹿之助
?
増田精次郎
?
, 
” 
II 
’ 
II 
II 
’ 
’ 
II 
II 
II 
” 
’ 
” 
II 
” 
” 
, 
” 
” 
” 
II 
II 
II 
千原伊之吉
高木伊三郎
木
重松藤次郎
真島庄三郎
川上久兵衛
石田宇兵衛
?
川崎小三郎
加賀清兵衛
小林安兵衛
越ケ谷
石田卯三郎
下
????
?
?
村
橋
村
橋
??
??
幸
居
伊兵衛
利
三鴨庄兵衛
喜
モ
??
七
松
八
???
?
伏見市兵衛
井上伊三郎
池田吟三郎
????
./I 
_, 
✓/ 
., 
Iヽ
吉見定一郎
福田粂蔵
木福輔
井政吉
野喜助
大島伊兵衛
” 
” ???
‘’ 
II 
II 
’ 
松村久吉
中西藤兵衛
田中丑
永長善
吉岡勘三郎
田島増之助
八
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村田芳兵衛
岩井勇助
貴田佐兵衛
松波藤次郎
吉川佐兵衛
諏訪庄左衛門
阪崎藤兵衛
融真空
池田嘉七
宮飼喜助
沢 光多郎
福井正吉
鞍馬 理
向井新兵衛
京極政七
中島茂七（熊本）
小西又七
柳 利兵衛
石田藤五郎
1 滝田セイ
” 松野利助
” 高岡吉助
II 小林金次郎
II 0高山圭三
II 石田善蔵
” 野崎喜三郎
II 石崎和善
II 酒井喜助
II 河野常七
， 西村吉太郎
II 古賀伊太郎
II 手嶋筆吉
” 滝田伊八
” 松田茂七
計 152人
備考 〇印は会所役員および所員
「堂島文書」明治26年雑書綴によ
る。
